
揺れ動く現代への視座

●現代とエルゴロジー……………………••• 1 

（加藤哲郎）

●相対的・多様な文化と普逼的な人権……7
（佐藤和夫）

●現代経済の分析のための視点••…………•12

（伊藤正直）

現代とエルゴロジ一

加藤哲郎
（一橋大学教授／国家論・比餃政治）

●20世紀の膨張と人類
私たちの生きてきた20世紀は． 人類史上未曾有の膨張期であった。 1950-

90年の40年間で．世界の人口は25億人から53億人へと 2 倍に． 国内総生産（G
DP)の合計は28倍に． 輸出は47倍へと拡大した。日本の戦後50年は． その
なかでも突出していた。人口は1.5倍と先進国平均なみであったが． GDPの
伸ぴは円計算で100倍以上． ドル計算では2501音をこえる。 輸出にいたっては．

実に350倍に達する。まぎれもなく日本は． 世界史的経済成長の時代の超優等
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生であった。
地球という空間には限りがあるから， それは， 人口密度が増し， 工業生産

物が増大し， 核兵器のような破壊力をも集積・拡延し， 地球生態系が大きく
変化したことを意味した。 自然との共存． さまざまな歴史や文化をもつ地球
人全体の共生が， 人類のサ パイパルの切実な課題となった。 こうした時代を
とらえる視角として， ェコロジーとエルゴロジーという考え方が直要になっ
てきた。
●エコロジ ーの意義

ェコロジー(Ecology,生態学）という言葉は，もともとドイツの生物学者で
哲学者でもあったエルンスト・ヘッケル(1834-1919)が． ダーウィン進化
論の影響をうけて，1866年の 『有機体の一般形態学』 のなかで初めて定義づ
けたとされる。 マルクス 『資本論』 発刊の直前である。地球生態系危機・環
境保護運動と結ぴついてひろまったのは，1970年ごろからである。ロー マ・
クラプ報告 『成長の限界』(1972年）などで脚光を浴ぴ，1992年のプラジル国
連地球サミットでは．

「持続可能な開発（sustainable development) Jが合い
言葉になった。日本でもrェコ・マーク」 「エコ・ピジネス」が生まれ， 学校
教科嘗にも広く採用されている。

現代社会をみるさいに， ェコロジーは， 重要な視点を与える。 自然生態系
の須要さと経済成長の限界を苔告するのもさることながら， 物質的繁栄中心
の生活，経済学（エコノミクス）中心の社会科学のあり方にも警鐘を鳴らす。
すなわち， 人間による自然の改造としての経済活動は無限ではありえず， 商
品市場経済の r外部」にある資源や土地・水 ・ 空気の環境条件を顧慮しなけ
ればならない。 また， 経済学の扱う生産一流通ー消費では自然と人間との循
環は完結しえず， 産業廃棄物やゴミの処理も自然と人間とが共存する不可欠
の条件である。 つまり， ェコロジー は， ェコノミクス＝経済学の存立条件を
も， 批判的・包括的に扱いうるのである。

百年前にヘッケルのつくったエコロジーの概念がひろまった背景には， 第
二次世界大戦後の先進工業国での人類史を画する高度経済成長があった。 経
済成長のなかで伐採された森林， 汚れた水，灰色の空があった。日本ではそ
れが公害とよばれ， 経済成長が急速であっただけ自然の変貌も激しく， ミナ
マク病やイタイイタイ病は，ヒロシマ ・ ナガサキと同じように， 日本から世
界の人びとへの警告となった。
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●エルゴロジ ーの考え方

ヘッケルは． ェコロ ジーを自然と動植物の生理的相互関係と位置づけたが．

ほかならぬ人間自身も自然の一部であり． 動物の一種である。 この自然とし
て生物としての人間の生理を． 彼はエルゴロ ジー(Ergology)と名づけた。 エ

コロジ ーの伐点で人間をとらえるとき，自然を制御 ・ 征服できたかのごとく

語ってきた人間自身の身体的・精神的限界にゆきっく。 エコロジ ーを身体化・

主体化した考えが． エルゴロジー（働態学）である。 ただしこちらのほうは，
まだポピュラーではない。

産業革命によって． それまでの教会や寺の鐘が工場の時計に代わり． 自然
に合わせた農業のリズムから機械や電気に合わせた工業のリズムがあらわれ

ると． 市場の動きやペルトコンペアーの速さに合わせて． 人間身体は変えら
れていった。 r時は金なり」の観念がひろまり． 時間割やスケジュ ー ル管理
は． 軍隊と学校教育の規律 ・ 訓練で浸透していった。

自然から受け継いだ胎内時計（サー カディアン ・ リズム． 睡眠党醒リズム）
により． 人間は． 夜は眠くなる。 ジェット機で海外に出ると． 時差ぽけにな

る。 しかし20 世紀に入ると． 神経を夜間照明やドリンク剤で刺激し． 24時間
フル稼働を可能にする交代制勤務が課されるようになった。 クイムウォッチ

を片手に平均作業時間が決められ． 作業工程にも分秒単位のノルマが課され
た。

欧米では労働運動の力がこうした動きに対抗し． 人間性回復のための労働
条件•8 時間労働B ・ 休暇制度が整っていったが． 遅れて産業化に入り， 第

二次世界大戦後の半世紀をr欧米に追いつき追い越せ」と駆け抜けてきた日

本では．エコノミクスに合わせて人間身体を合理化 ・ 効率化するエルゴノミ

クス(Ergonomics． 人間工学） が発達し． ついには過労死とよばれる働きす
ぎの突然死さえ生み出すようになった。

ヘッケルのもう一つの概念であるエルゴロ ジーに． 日本の心ある自然科学
者 ・ 医師 ・ 保健学者らが着目したのは1970年ごろ，ちょうど公害問題が政治

的争点になり，環境庁がつくられ． 光化学スモッグが工業地帯に蔓延してい

た時期であった。

公害 ・ 環境破壊は． 自然を蝕むだけではなかった。 超高度成長の過程で，

労働災害 ・ 職業病や薬害も頻発し，社会問題になっていた。 エルゴロジ ーは，
科学者たちがこうした問題にとりくむなかで，日本で形成され発展した。 エ

ルゴロジーの言葉自体は戦後日本に導入され，人類学者によりr働態」と訳
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されていたが，1970年に人類働態学研究会 (86年に人類働態学会と改称） が

つくられ．1972年には英文雑誌 『Journal of Human Ergo logy』が刊行され
ている。

●働きすぎ社会・日本とエルゴロジ一

私は，エコロジーとともにエルゴロジーの思想が21世紀の指針にならなけ

ればならないと考え，社会科学にもこの視角を導入しようと試みて，『国民国
家のエルゴロジー』（平凡社），『現代日本のリズムとストレスー一ーエルゴロ ジ
ーの政治学序説』（花伝社） を刊行してきた。 より具体的には，いまや英語で
もそのまま通用するようになった過労死の問題にとりくむなかで． エルゴロ

ジーを働きすぎ社会日本への苔鐘と考えた。 過労死を生み出す男性中心の企

業社会，サ ー ピス残業，そして公共的時間の不足によるデモクラシ ーの衰退

にも，エルゴロ ジーはヒントを与える。 ちょうどエコ ロジー＝生態学がエコ

ノミクス＝経済学の存立条件を明らかにし，その限界を照射するように． ェ

ルゴロジ ー＝働態学は，生産性向上・経済効率に従属したエルゴノミクス＝
人間工学の限界を示し，人問的自然の 回復を基礎づけるのである。

1950年の日本人の平均寿命は男性58歳，女性61.5歳であった。 現代日本の
平均寿命は男性76.36歳，女性82.84歳（1995年）， 世界一の長寿国で，高齢社

会の到来がいわれている。 しかし，医療技術がいかに発達し，幼児死亡率が
低下しても． 寿命がそのまま延ぴて平均100歳になるわけではない。一人ひと

りの人問にとっては，青春時代や働き盛りの時間を． 老境に入って取りもど

せるわけではない。 ミヒャエル ・ エンデ 『モモ』を参照するまでもなく，日

本には会社主義・企業社会といぅr時間泥棒」がおり，時間は貯蓄できない。

ふつうの人びとが社会を考え政治に参加する時間は， 1日24時間 ・ 1年8 760

時間の限られた枠のなかで，労働時間や睡眠 ・ 食事時間を控除した自由時間

のなかにある。 長時間労働で会社に縛られ，自由時間が乏しいと，家庭も地
域社会も政治も貧しくなる。 エルゴロジ ーの視点からみると，現代日本は，

ゆとりのない過密スケジュ ールの国である。

●日本人の身体の変遷

こんなデー タもある。日本人の17歳男子の平均身長は，1900年に15 7.9セン
チメ ートルだった。 それが1994年には170.9センチメ ートルヘと，100年足ら

ずで13 センチ伸びた。 体璽も50.0 キログラムから62.9キロ ヘと13 キロもふえ

た。
人類学者の親察によると，日本人の祖先である縄文時代の遺跡から発掘さ
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れた人骨から推定される当時の成人男子の平均身長は． 159センチメートルで
あった。紀元前300年ごろに大陸から渡来した面長 ・ 高身長のモンゴロイド系
弥生人の成人男子平均身長は，163センチであった。その後の日本列島の歴史
は． この二つの系讚の混交しあう過程である。

だから1876年に来日したドイツの医学者ペルツが1880年ごろに測定した男
子学生の平均身長は161センチ． なぜかぴったり縄文系と弥生系の平均値にな
った。そのころの 女性の平均初潮年齢は14.7歳。それが百年後の1980年ごろ
には． 男子の平均身長は169センチに伸ぴ，女子の平均初湖年齢は12.4歳に低
下していた。

より厳密にデー タを取ると． 江戸時代までほとんど変化のなかった日本の
成人男子の平均身長は． 明治の殖産興業・富国頭兵とともに伸ぴはじめ，第
二次世界大戦期はいったん停滞する。それが，戦後の経済復興・高度成長に
よって． 戦前期より早いテンポで伸ぴていく。これにともなって． 洋服サイ
ズS • M • LのJ IS規格も改訂を余鍛なくされた。

身長の伸びに作用する要因としては． 食祖事情好転による栄養の改善椅
子式生活や体育教育の普及． 未成年労働の軽減． ストレスの低下． 通婚圏拡
大によるヘテロー シス（雑種強勢）効果． などが考えられる。たしかに1日 2
食が3食になり． 菜食に肉食が加われば． 栄養状態は改善されるであろう。
だがそれは． ほんとうに健康なのか？ 戦後の高度成長は，コメと味噌汁か
らパンと牛乳へ，ちゃぷ台からテープルヘの移行のみならず． 飽食・グルメ
と膨大なゴミをも生み出した。見方を変えれば． それは． 必要栄養菰の増大
とも，農業労働から工業労働への人間身体の適応とも考えられる。

たとえば近代日本人の身長の伸びは． 座高においてはほとんど変わらない。
脚の長さの伸びによる体型変化である。それによって． 上半身を支える下半
身の骨が弱くなり，子どもの骨折事故がふえたという。下駄から靴への生活
変化と幼少児の身体運動且の減少が． 身体を底辺で支える足（足裏の）幅を狭
くし華奢な脚にしたともいう。田畑や工場での児童労働は消えた。だが． 学
校教育と塾 ・ 予備校での知識修得は． 遊びの時間と空間を浸食し． 別なかた
ちで． 子どもたちの身体と心の世界を変貌させた。

そして実は． 8本人成人男子の身長の伸ぴは． ほぽ限界にきている。1980
年代に入ると． 伸ぴ率の鈍化傾向が顕著になった。それは． 日本より早くエ
業化に出発したヨ ーロッパ諸国の身体計測学者が見いだした流れの遅ればせ
の確認で． B本人の身体の環境への適応が． 臨界点に達したことを意味する。

だから21世紀に． 平均身長 2 メートルの巨人国が出現することはない。

●サパイパルのための視点

身長の伸ぴは． 一人ひとりの目線を高くした。視野が広くなったといえな

くもない。だが． たかだか10センチの背伸ぴでは． 建物の巨大化には追いつ

かない。ジェット機が飛び． 高層ピルが立ちならぴ，テレピで世界中の出来

事がリアルクイムで放映される。あらゆる情報がピジネスに結びつき． 一瞬

のうちに映像化されて． まもなく忘れ去られる。そんな景観と生活環境の変

化に，心身は必死で適用しようとするが．一人の人生には限りがある。

まなざしは高く遠くへ届くようになったが． その視界をさえぎる無数の人

工的阻害があらわれた。情報受容菰が膨大になり． それに適応すぺく頭脳も

ひとまわり大きくなったが． 情報操作とマインドコントロールの技術も高度

化した。科学技術の発展は． 学校で條得すぺき知識盤を増大させてカリキュ

ラムに反映されたが． それは子どもたちの適応能力をこえて． おちこぽれ ・

不登校やいじめを生み出した。エイズやアトピー性皮膚炎・花粉症ばかりで

なく． 神経症や心身症など心の病も蔓延した。

一言でいえば． 日本人の生活空間・イメージ空間はひろがったが． その時

間的凝集度とストレスは． 19世紀までの人ぴとの想像を絶するものになった。

このストレスフルな時代に． ェコロジー の視角から自然環境を回復するとと

もに． エルゴロジーの視点から心身機能をも回復することが． 現代の重要な

課題となっている。
20世紀が終わり． 21世紀に入ろうとしている。日本型経済成長はアジア地

域にひろまり． 公害も過労死もグローバル化している。20世紀前半の世界戦

争は人類史上未曾有の環境破壊であったが． 後半の多国籍企業中心の世界経

済も人間のあり方を大きく変貌させた。21世紀を目前にして． ェコロジーと

エルゴロジーをペー スに． かけがえのない地球と私たちのいのちを．サパイ

パルさせなければならない。

揺れ動く現代への視座． 1997年5月15日発行 頒価100円
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